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3月定例会は2月22日（火）開会の予定です
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12月
定例会
11月22日〜
12月14日

１月９日　成人式　（メセナホール）

第１回
臨時会
1月 11日

須坂市議会です

こんにちは



市民体育館

市営駐車場
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定例会
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12
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
「
須
坂
市
営

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
」
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
の
指
定
の
期
間
が
令
和
4

年
3
月
31
日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
公
募
を
行
い “
須
坂
市
街
地
活
性
化
協
議

会
〟を
指
定
す
る
た
め
議
決
を
得
る
も
の
。

経
済
建
設
委
員
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
閉
会
中
の
１
月
５
日
に
再
度
委

員
会
を
開
催
し
、
関
係
理
事
者
よ
り
内
容
の

説
明
を
受
け
た
。
委
員
か
ら
は
、「
メ
ン
バ

ー
が
前
回
の
３
人
か
ら
７
人
に
増
え
た
こ
と

は
非
常
に
良
い
こ
と
」「
駐
車
場
の
近
隣
の

方
や
地
域
に
積
極
的
な
方
で
あ
り
責
任
を
も

っ
て
や
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
」「
５
年
の

指
定
期
間
中
の
見
直
し
も
あ
り
得
る
」
な
ど
、

継
続
審
査
と
な
っ
た
理
由
が
あ
る
程
度
克
服

で
き
た
こ
と
か
ら
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

１
月
11
日
の
臨
時
会
で
採
決
を
諮
り
、
全

会
一
致
で
可
決
後
、
宮
本
泰
也
議
員
ほ
か
１

名
よ
り
提
出
さ
れ
た
附
帯
決
議
は
賛
成
多
数

(賛
成
12
人
･
反
対
６
人
)で
可
決
し
た
。

※  

詳
細
は
Ｐ
３
経
済
建
設
委
員
会
を
参
照
。

同
じ
く
12
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た

「
須
坂
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
は
、
北
部
運
動
広
場
の

人
工
芝
生
化
に
伴
い
使
用
料
の
改
正
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
体

育
施
設
も
日
頃
の
課
題
や
使
用
実
態
に

合
わ
せ
て
改
正
す
る
も
の
。

福
祉
環
境
委
員
会
で
継
続
審
査
と
な

り
、
閉
会
中
の
12
月
21
日
に
再
度
委
員

会
を
開
催
し
、
関
係
理
事
者
よ
り
内
容

の
説
明
を
受
け
た
が
、「
市
民
体
育
館

と
北
部
体
育
館
の
使
用
環
境
に
大
き
な

違
い
が
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
ど
お
り

使
用
料
を
同
一
と
す
る
こ
と
が
妥
当
」

と
の
修
正
案
が
宮
本
泰
也
議
員
よ
り
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
な

お
、
修
正
議
決
し
た
部
分
を
除
く
原
案

は
可
決
し
た
。

１
月
11
日
の
臨
時
会
で
採
決
を
諮
り
、

全
会
一
致
で
修
正
可
決
し
た
。

12
月
定
例
会
・
１
月
臨
時
会
は
、
２
０
２
１
年
度
補
正

予
算
案
７
件
、
条
例
案
な
ど
15
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
条

例
案
１
件
を
修
正
可
決
し
、
他
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。
ま
た
附
帯
決
議
１
件
を
可
決
し
た
。

｢｢

市
民
体
育
館

市
民
体
育
館｣｣

とと  
｢｢

北
部
体
育
館

北
部
体
育
館｣｣

のの  

　
使
用
料
は
同
額
に
す
べ
き

　
使
用
料
は
同
額
に
す
べ
き  

修
正
案
可
決

修
正
案
可
決  

市
営
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
に
疑
問

市
営
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
に
疑
問

継
続
審
査
を
経
て
可
決

継
続
審
査
を
経
て
可
決附帯決議（要旨）

今回の指定管理者の指定は、市が
働きかけて応募してもらったもの
と思われる。審査会では具体的な根
拠に基づいて審査したとは到底い
えない。

したがって審査に当たっては、市
報等で公募することを原則とする
とともに、十分慎重に審査を行い、
疑惑をもたれないよう公平公正な
審査のうえ、指定管理者の指定をさ
れたい。

可
決

須
坂
市
民
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ

全
面
及
び
半
面
使
用
の
使
用
料
に

つ
い
て
、
北
部
体
育
館
の
ア
リ
ー

ナ
全
面
及
び
半
面
使
用
の
使
用
料

と
の
比
較
で
は
、
北
部
体
育
館
の

ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

両
施
設
の
使
用
環
境
に
大
き
な

差
が
な
い
た
め
、
同
一
の
使
用
料

に
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

修正理由
可
決※ 

詳
細
は
Ｐ
３
福
祉
環
境
委
員
会
を
参
照
。

継
続
審
査
と
は

会
議
に
付
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
当
該

会
期
中
に
議
了
で
き
ず
、
閉
会
中
に
引
き
続

き
審
査
を
行
う
こ
と
。

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議
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Ｑ
 
現
在
の
指
定
管
理
料

は
。
ま
た
現
在
と
同
額
で

協
定
を
結
ぶ
の
か
。

Ａ
 
現
在
の
文
化
振
興
事

業
団
へ
の
指
定
管
理
料
は

79
万
１
千
円
。
募
集
要
項

の
上
限
額
79
万
１
千
円
の

中
で
今
後
協
議
を
行
い
、
基

本
協
定
書
及
び
年
度
協
定

書
を
締
結
予
定
。

Ｑ
 
現
在
の
駐
車
料
金
の

年
間
収
入
は
。
指
定
管
理

者
の
収
入
と
な
る
の
か
。

Ａ
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

昨
年
は
１
０
０
万
円
程
で

あ
り
、
多
い
年
は
１
５
０

万
円
程
の
料
金
収
入
で
あ

り
、
指
定
管
理
者
の
収
入

と
な
る
。

Ｑ
 
指
定
管
理
予
定
の
団

体
は
ど
の
よ
う
な
構
成
で

設
立
期
間
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ
 
代
表
の
方
を
含
め
て

現
在
３
名
で
構
成
。
今
回

を
機
会
に
設
立
さ
れ
、
審

査
会
で
は
日
常
業
務
に
加

え
自
主
事
業
と
し
て
、
今

後
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
な

ど
で
市
営
駐
車
場
を
活
用

し
、
市
街
地
の
活
性
化
等

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
提

案
。

Ｑ
 
指
定
管
理
料
を
現
在

の
79
万
１
千
円
よ
り
低
い

金
額
で
協
定
を
結
ぶ
の
か
。

Ａ
 
市
営
駐
車
場
は
中
心

市
街
地
活
性
化
や
商
業
振

興
等
、
市
民
の
利
便
性
を

図
る
こ
と
が
目
的
。
今
回

の
予
定
団
体
は
駐
車
場
管

理
の
他
に
も
自
主
事
業
で

駐
車
場
を
活
用
し
て
賑
わ

い
創
出
の
た
め
に
イ
ベ
ン

ト
の
提
案
も
し
て
お
り
、
事

業
内
容
を
聞
き
指
定
管
理

料
を
定
め
る
予
定
。

《
継
続
審
査
と
決
し
、
１
月

５
日
に
委
員
会
を
開
催
》

Ｑ
 
指
定
管
理
料
は
こ
れ

ま
で
と
同
等
の
金
額
で
は

納
得
が
で
き
な
い
が
。

Ａ
 
年
度
協
定
の
中
で
、
前

年
の
収
支
状
況
を
判
断
し

金
額
の
調
整
を
す
る
。

討
議

駐
車
場
近
隣
の
メ
ン
バ
ー

の
方
も
い
て
前
回
の
説
明

よ
り
非
常
に
良
く
な
っ
て

お
り
、
指
定
管
理
期
間
の

見
直
し
も
途
中
で
あ
る
た

め
、
任
せ
て
良
い
と
思
う
。

《
全
会
一
致
で
原
案
可
決
》

経済建設
市
営
駐
車
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
は
可
決
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Ｑ
 
こ
れ
ま
で
、
市
民
体

育
館
の
卓
球
室
を
含
め
た

全
館
使
用
料
と
北
部
体
育

館
の
コ
ー
ト
全
面
使
用
料

は
同
額
で
あ
っ
た
が
、
市

民
体
育
館
の
コ
ー
ト
全
面

使
用
料
を
安
く
す
る
理
由

は
。

Ａ
 
市
民
体
育
館
の
全
館

使
用
時
に
お
い
て
、
コ
ー

ト
全
面
は
使
用
す
る
が
、
卓

球
室
は
使
用
し
な
い
場
合

が
あ
る
た
め
、
全
館
使
用

料
か
ら
卓
球
室
の
使
用
料

を
差
し
引
い
た
額
と
し
た
。

Ｑ
 
市
民
体
育
館
の
全
館

使
用
時
に
、
卓
球
室
が
空

い
て
い
る
こ
と
は
ど
の
く

ら
い
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

団
体
の
年
間
使
用
実
績
は
。

Ａ
 
確
認
で
き
て
い
な
い
。

《
継
続
審
査
と
決
し
、
12
月

21
日
に
委
員
会
を
開
催
》

Ｑ
 
市
民
体
育
館
で
、
卓

球
室
を
含
ん
だ
全
館
使
用

の
実
績
は
。

Ａ
 
２
０
２
０
年
度
で
は
、

減
免
の
団
体
が
３
件
、
定

額
で
は
１
件
、
市
外
の
方

が
２
件
の
合
計
６
件
。

Ｑ
 
北
部
運
動
広
場
が
人

工
芝
に
な
り
、
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
認
定
も
と
る

が
、
料
金
が
高
く
な
る
と

感
じ
る
。
設
定
根
拠
は
。

Ａ
 
県
内
で
日
本
サ
ッ
カ

ー
協
会
の
認
定
を
と
っ
て

い
る
の
は
、
松
本
市
の
サ

ッ
カ
ー
場
だ
け
で
、
そ
こ

を
参
考
に
し
た
。

討
議
要
旨

○
両
体
育
館
は
同
等
の
施

設
で
あ
る
た
め
、
使
用
料

に
差
が
つ
く
こ
と
は
理
解

で
き
な
い
。

○
今
後
、
市
民
体
育
館
を

全
館
使
用
す
る
際
に
、
卓

球
室
の
料
金
分
が
高
く
な

っ
て
も
、
市
民
に
ほ
と
ん

ど
影
響
は
な
い
。

○
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

少
し
で
も
収
益
を
上
げ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

修
正
案
提
出
に
対
す
る

（
賛
成
討
論
）

○
市
の
説
明
に
よ
る
と
、
提

案
を
修
正
し
て
も
影
響
が

あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
両
体
育
館
の
使

用
料
は
同
額
に
す
る
べ
き
。

《
全
会
一
致
で
修
正
可
決
》

福祉環境
体
育
施
設
条
例
の
一
部

改
正
を
修
正
可
決
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酒
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和
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小
中
学
校
適
正
規
模
等
審

議
会
条
例
の
制
定

Ｑ
 
審
議
会
は
、
学
校
の

統
合
を
前
提
と
す
る
も
の

か
。

Ａ
 
適
正
な
規
模
及
び
適

正
な
あ
り
方
に
つ
い
て
、
学

校
統
合
も
含
め
て
審
議
を

し
て
い
た
だ
く
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

消
防
団
員
の
定
員･

任
免･

給
与･

服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

Ｑ
 
機
能
別
団
員
の
導
入

に
よ
っ
て
団
員
確
保
が
し

や
す
く
な
る
の
か
。
目
的

は
何
か
。

Ａ
 
基
本
団
員
は
、
災
害

出
動
は
も
と
よ
り
火
災
予

防
啓
発
や
歳
末
夜
警
、
出

初
な
ど
の
活
動
も
あ
る
が
、

機
能
別
団
員
に
は
災
害
対

応
の
み
お
願
い
す
る
。

団
員
の
８
割
以
上
が
被
雇

用
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特

に
平
日
昼
間
の
補
完
的
な
活

動
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

消
防
職
員
退
職
者
や
団
員
経

験
者
の
ほ
か
地
域
か
ら
の
推

薦
者
に
お
願
い
し
よ
う
と
す

る
も
の
。《全

会
一
致
で
可
決
》

一
般
職
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

Ｑ
 
人
事
委
員
会
勧
告
を

や
る
な
ら
民
間
も
引
き
締

め
て
い
い
と
反
作
用
が
出

て
し
ま
う
。
非
常
事
態
の

と
き
こ
そ
や
る
必
要
が
な

い
と
思
う
。

Ａ
 
コ
ロ
ナ
禍
で
職
員
の

事
務
量
が
増
え
て
い
る
中

で
心
苦
し
い
面
も
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
県
の
人
勧
に

基
づ
い
て
手
続
き
を
進
め

て
い
る
。《全

会
一
致
で
可
決
》

総務文教
小
中
学
校
の
規
模
等
検

討
の
た
め
の
審
議
会
設

置
へ

	

委
員
長

	

古
家
敏
男

	

副
委
員
長

	

宮
坂
成
一

	

委
員

	

堀
内
章
一

	

浅
井
洋
子

	

石
合	

敬

	

佐
藤
壽
三
郎

分
科
会

一
般
質
問

審
査
結
果

委
員
会

議
案
審
議



学校給食センター
（煮炊き調理室）

副反応が“しんどい“って
聞きました…

不妊や流産の
可能性があるらしい

ワクチンを接種しても
そんなに効果がない？

体に磁石がくっつく！？
遺伝子情報が書き換えられる！？

数年後の将来、
健康に影響が起こるんじゃ…

ワクチンに関する誤った情報や根拠のない噂が流れています。国や地方自治体などの信頼できる情報を確認しましょう。

作成：長野県 監修：新型コロナウイルスワクチン接種アドバイザーチーム

長野県ワクチン接種相談センター
TEL：026-235-7380 24時間無休

FAX：026-403-0320 9時～17時（土日・祝日除く）

ワクチン接種に関する不安や、副反応についての相談など

（こびナビ） （長野県）（厚生労働省）

副反応の大部分は接種後
数日以内に回復します

接種後数日は、「接種部位の痛み・関節や筋肉
の痛み・頭痛・ だるさ・寒気・吐き気・発熱」など
が現れる場合があります。つらい場合は、解熱剤
や鎮痛剤を服用しても問題ありません。

ワクチンが原因で不妊になる
という科学的根拠はありません

妊娠中・授乳中・妊娠を計画中の方も、ワクチ
ンを接種することができます。日本で承認されて
いる新型コロナワクチンが妊娠・胎児・母乳・生
殖器に悪影響を及ぼすという報告はありません。

デルタ株に対しても高い感染予防
効果・発症予防効果があります

デルタ株においても、ワクチンを接種した人の
方が、接種していない人よりも、発症した人が少
ないということがわかっています。また、重症化
を防ぐ効果も期待されています。

全くのウソです

ワクチンの成分に、磁気を帯びさせる物質や
マイクロチップは含まれていません。また、人の
遺伝情報（DNA）が書き換えられることもあり
ません。

将来の健康への影響は、
考えにくいとされています

mRNAは非常にもろく、短時間で分解されてしま
い、何日も体内に残りません。mRNAの特徴を踏ま
えると長期的な影響は考えにくいとされています。

【長野県作成】
新型コロナウイルスワクチン接種チラシ

（　　　　）※イメージ画像です。
詳細は市 HP をご覧ください。

補
正
予
算
審
査
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業 

Ｑ
 
光
熱
水
費
の
増
額
補

正
に
つ
い
て
、
計
画
当
初

か
ら
の
見
積
り
が
甘
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
 
ガ
ス
料
金
は
単
価
が

上
昇
し
た
こ
と
が
要
因
だ

が
、
電
気
料
金
は
基
本
料

金
の
違
い
や
長
野
県
内
の

気
候
に
つ
い
て
業
者
が
見

込
み
き
れ
な
か
っ
た
こ
と

や
、
使
用
量
の
見
込
み
が

甘
か
っ
た
こ
と
も
要
因
と

し
て
あ
る
。

契
約
電
力
の
中
で
収
ま

る
よ
う
機
器
の
使
用
方
法

を
工
夫
し
、
一
番
費
用
が

か
か
る
空
調
に
つ
い
て
内

規
を
つ
く
り
15
％
の
節
電

を
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

も
ら
う
。

市
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
の
補
正
計
上
で
あ

り
、
事
業
者
と
何
度
か
会
議

を
持
ち
、
事
業
計
画
と
の
か

い
離
を
説
明
し
、
今
後
14
年

間
の
付
き
合
い
と
い
う
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
申
し
上
げ
た
。

児
童
手
当
等
支
給
事
務
費 

Ｑ
 
前
年
度
の
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

返
還
金
と
、
ひ
と
り
親
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
務

費
返
還
金
に
つ
い
て
、
受

給
対
象
者
は
す
べ
て
受
給

さ
れ
た
の
か
。

Ａ
 
こ
の
臨
時
特
別
給
付

金
は
申
請
主
義
で
し
た
が
、

把
握
し
て
い
る
範
囲
で
は

す
べ
て
申
請
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

学
校
・
子
育
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

ワ
ク
チ
ン 

Ｑ
 
追
加
分
は
何
回
分
が

確
保
で
き
る
の
か
。

Ａ
 
２
月
・
３
月
分
で
、

約
１
万
４
千
回
分
が
供
給

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

灯
油
等
購
入
助
成
金 

Ｑ
 
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に

配
布
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
 
年
明
け
の
早
い
段
階

で
対
象
世
帯
に
申
請
書
を

送
付
す
る
予
定
。
提
出
期

限
は
年
度
末
（
３
月
31
日
）

で
、
出
納
閉
鎖
期
間
（
５

月
31
日
）
ま
で
に
現
金
給

付
し
た
い
。

人
・
地
域
資
源
で
紡
ぎ
だ

す
ま
ち
の
元
気
創
出
事
業

Ｑ
 
給
料
等
経
費
の
減
額

に
つ
い
て
、
地
域
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

応
募
状
況
は
。

Ａ
 
５
月
中
旬
か
ら
９
月

末
ま
で
募
集
し
、
問
合
せ

が
１
件
あ
っ
た
が
要
件
に

該
当
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

以
外
は
応
募
が
な
か
っ
た
。

Ｑ
 
今
後
の
ま
ち
の
元
気

創
出
事
業
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

Ａ
 
実
行
委
員
会
の
委
員

長
を
中
心
に
事
務
局
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
。

意
見
 
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い

て
、
応
募
が
な
か
っ
た
と

の
理
由
で
減
額
補
正
と
な

っ
て
い
る
が
、
慎
重
に
検

討
し
て
予
算
計
上
す
べ
き
。

ワ
ク
チ
ン
・
福
祉
・
文
化

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会
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８
月
豪
雨
に
よ
る
各
種 

事
業
内
容 

Ｑ
 
排
水
機
場
維
持
管
理

事
業
の
光
熱
水
費
お
よ
び

ご
み
処
理
委
託
料
の
増
額

理
由
は
。

Ａ
 
光
熱
水
費
の
燃
料
費

は
相
之
島
排
水
機
場
に
使

用
。
ご
み
処
理
委
託
料
は

市
内
４
機
場
で
40
時
間
以

上
運
転
し
た
場
所
も
あ
り
、

今
回
計
上
し
た
。

Ｑ
 
千
曲
川
堤
外
地
の
農

道
舗
装
事
業
費
の
全
体
の

額
は
。

Ａ
 
村
山
・
相
之
島
地
区
の

事
業
で
廃
土
処
理
１
０
０
万

円
、
復
旧
工
事
２
６
０
万
円

の
約
３
６
０
万
円
。

田
の
神
揚
水
施
設
の 

井
戸
能
力
調
査
委
託
料 

Ｑ
 
長
野
刑
務
所
と
の
因

果
関
係
も
勘
案
し
て
調
査

す
る
の
か
、
ま
た
結
果
は

い
つ
出
る
の
か
。

Ａ
 
他
の
井
戸
と
の
因
果

関
係
で
は
な
く
、
実
際
に

管
理
し
て
い
る
井
戸
の
能

力
に
つ
い
て
調
査
し
、
今

年
度
中
に
結
果
が
得
ら
れ

る
予
定
。
平
成
30
年
度
、

令
和
元
年
度
は
降
雨
量
や

降
雪
量
が
と
も
に
少
な
く
、

日
照
量
も
多
い
年
に
湧
水

量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

気
象
等
の
悪
条
件
が
重
な

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推

察
。

米
子
大
瀑
布
の
遊
歩
道 

整
備 

Ｑ
 
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
 
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ

る
林
道
米
子
不
動
線
の
来

年
度
工
事
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
遊
歩
道

も
整
備
で
き
る
よ
う
計
画
。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成 

事
業
補
助
金 

Ｑ
 
交
付
決
定
を
受
け
た

沼
目
町
の
購
入
内
容
は
。

Ａ
 
公
会
堂
の
備
品
で
、

エ
ア
コ
ン
４
台
、
テ
ン
ト
、

パ
ソ
コ
ン
物
置
な
ど
を
整

備
す
る
。

施
設
管
理
・
道
路
・
地
域

先
の
イ
ン
タ
ー
周
辺
等

開
発
特
別
委
員
会
で
施
設

の
名
称
を
「
イ
オ
ン
モ
ー

ル
須
坂
」
に
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
正
副
議
長
と

正
副
委
員
長
が
市
長
、
商

工
会
議
所
会
頭
ら
と
共
に
、

名
古
屋
に
あ
る
イ
オ
ン
モ

ー
ル
開
発
本
部
・
長
野
開

発
部
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ

れ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

市
議
会
と
し
て
は
、
社
の

取
組
に
期
待
す
る
と
と
も

に
雇
用
創
出
や
税
収
増
加

が
見
込
め
、
市
の
取
組
や

観
光
名
所
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

P 

R
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
須
坂
の
名
称
を
ぜ
ひ

採
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
要
望
し
た
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発

施
設
名
称
を

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
」に
！

要
望
書
提
出

11/17

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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水越  正和 
	● ウイズコロナ社会を見据えた須
坂市の取り組みは
	● お店限定応援商品券事業の中間
評価は
	● 恋人の聖地活用にむけた施策は
どうなっているのか

荒井  敏 
	● イオンモール計画実施にあたっ
ての道路計画
	● イオンモール須坂への参入店舗
	● 成年後見支援センター
	● 重要伝統的建造物群保存地区選定

酒井  和裕 
	● 行政機関や企業等の災害危機対策
	● 森林の保全・活用

堀内  章一 
	● 聴覚障がい者等への福祉政策推進
	● ＨＰＶ感染症定期接種の対応
	● 周産期グリーフケア

浅井  洋子 
	● 地球温暖化防止のために
	● 幸せに健やかに過ごせるまちづ
くり

中島  義浩 
	● 任期折り返し２年への政策課題
	● 福祉のまちづくり
	● 障がい者スポーツ（肢体不自由
障害）
	● 臥竜公園整備

宮坂  成一 
	● 地域づくり市民会議
	● 水道事業
	● 疾病予防

荒井  一彦 
	● 須坂市立博物館の活用
	● 新型コロナウイルス感染予防対策

岡田  宗之 
	● 危機管理の強化
	● 観光行政
	● マイナンバーカード

古家  敏男 
	● 重要伝統的建造物群保存地区の
選定
	● コロナ禍での事業者支援策
	● 成年後見制度

宮本  泰也 
	● 包括的支援体制の整備
	●「まるごと博物館構想」を核とし
た『人』『地域資源』で紡ぎだす
まちの賑わい創出事業
	● コロナ禍の中での経済対策
	● 職場のパワーハラスメント

佐藤壽三郎 
	● 須坂の宝である子どもたちをど
う護るか
	● いま、市民の生命・健康を守る
ために
	● 須坂市の商工業者を守るために
	● 市民の生命・財産を守るために
	● 注目される須坂市の諸施策等

石合  敬 
	● 市役所職員の大金星
	● 消防団詰所問題等に見られる須
坂市のビジョン
	● 須坂市の地下水源

西澤えみ子 
	● 農業施策
	● 須坂アートパーク「恋人の聖地」

竹内  勉 
	● 須坂市として脱炭素社会をどう
実現するか　グレート・リセット
	● 新型コロナ感染症封じ込めと生
活・経営の立て直しを
	● 井上地区の給湯器等配管の腐食
による水漏れ対策の進捗状況は
	● 地下水の保全と持続可能な有効
活用を

牧  重信 
	● 水道事業
	● 時代背景の影響か（低成長経済下）
それとも市は開発行為をする事業
が今の所実施出来ないのか

久保田克彦 
	● 原油高騰により影響を大きく受
ける市民生活を支える支援を	
	● 小規模企業の持続的な発展を底
支えし、地域経済の活性化を
	● 凍霜害やゲリラ豪雨など異常気
象による災害から家族農業を守
り支える支援を

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問本
定
例
会
で
は
、
11
月
30

日
か
ら
12
月
３
日
ま
で
の

４
日
間
行
わ
れ
、
17
人
の

議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い

ま
す
。

一 般 質 問 項 目

委
員
会

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

一
般
質
問

委
員
会



整備が待たれる旧学校給食センター跡地

ハート形の影を作るモニュメント

一般質問
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（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

もっと市民目線の行政
運営を

旧学校給食センター跡地活用は

駐車場兼イベント広場に

水越 正和 議員

問
 
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン

ト
頼
み
で
は
カ
ッ
プ
ル
が

一
年
を
通
し
て
訪
れ
る
場

所
に
な
り
え
な
い
。
他
の

聖
地
を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
古
城
が
移
築
さ
れ

て
い
た
り
、
祈
り
を
捧
げ

る
教
会
や
神
社
が
併
設
さ

れ
、
さ
ら
に
愛
を
語
る
に

相
応
し
い
庭
園
や
水
景
観

が
あ
る
。
旧
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
の
活
用
策
は
。

副
市
長
 
令
和
４
年
度
か

ら
５
年
度
に
か
け

て
公
園
や
、
駐
車

場
を
兼
ね
た
イ
ベ

ン
ト
広
場
と
し
て

整
備
を
予
定
し
て

い
る
。

問
 
恋
人
の
聖
地

の
位
置
づ
け
は
何

か
。

副
市
長
 
少
子
化

対
策
と
地
域
の
活

性
化
へ
の
貢
献
を

テ
ー
マ
と
し
て
観

光
地
域
の
広
域
連

携
を
目
的
に
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

問
 
須
坂
の
聖
地

の
売
り
は
何
か
。

副
市
長
 
春
分
と

秋
分
の
日
に
リ
ン

グ
の
影
が
ハ
ー
ト
形
に
な

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
で
の

写
真
撮
影
と
世
界
の
民
俗

人
形
博
物
館
で
の
三
十
段

飾
り
千
体
の
ひ
な
祭
り
等

だ
。

問
 
ア
ー
ト
パ
ー
ク
整
備

案
と
し
て
周
囲
の
松
林
を

活
用
し
た
「
内
陸

の
松
原
」
的
な
整

備
や
な
に
か
の
物

語
と
結
び
付
け
た

「
お
宮
の
松
」
的

な
取
り
組
み
策
は
。

副
市
長
 
松
竹
梅

と
言
う
言
葉
も
あ

る
。
松
は
縁
起
の

よ
い
木
だ
。
提
案

は
整
備
す
る
際
の

参
考
に
す
る
。

お
店
限
定
応
援
商

品
券

問
 
期
限
内
に
完

売
で
き
そ
う
も
な

い
店
舗
は
あ
る
の

か
。
こ
の
場
合
、
他
店
に

は
回
せ
な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
長
 
店
舗

同
士
相
対
で
商
品
券
を
回

し
た
例
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
商
品
券
番
号
と
冊
数

を
控
え
て
市
に
報
告
し
て

も
ら
っ
た
。

問
 
消
費
者
に
何
も
知
ら

さ
ず
に
店
舗
間
で
相
対
で

行
う
こ
と
は
、
買
え
な
か

っ
た
人
へ
の
背
信
行
為
だ
。

即
刻
中
止
し
て
市
民
に
追

加
販
売
を
知
ら
せ
る
べ
き

だ
。

産
業
振
興
部
長
 
返
却

部
数
が
少
な
く
、
公
平
に

配
分
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
方

式
と
し
た
。

問
 
追
加
販
売
を
知
っ
た

人
だ
け
が
購
入
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
い
不
平

等
な
販
売
方
式
だ
。
告
知

期
間
を
設
け
て
追
加
販
売

す
べ
き
だ
。

産
業
振
興
部
長
 
原
則

と
し
て
店
舗
に
は
完
売
し

て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
る
が
、
や
む
を
得

な
い
場
合
は
相
談
に
応
じ

る
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問



普段でも料金ゲートまで繋がっている
須坂長野東インター

一般質問

8
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

リンゴは凍霜害、サン
マ・鮭は不漁、ガソリン・
灯油は減産。全部高い。
下がるのは賞与

問
 
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ

ー
は
、
料
金
ゲ
ー
ト
が
少

な
く
、
ゲ
ー
ト
出
口
か
ら

そ
の
先
の
交
差
点
ま
で
の

距
離
が
短
い
。
信
号
の
待

ち
時
間
も
長
い
た
め
、
普

段
か
ら
ゲ
ー
ト
前
で
通
過

待
ち
の
渋
滞
が
発
生
し
て

い
る
状
態
だ
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
開

設
す
れ
ば
、
そ
の
渋
滞
の

車
列
が
伸
び
、
高
速
道
本

線
ま
で
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

開
発
会
社
の
長
工
は
、

全
国
で
の
店
舗
運
営
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と

に
、
開
発
敷
地
へ
の
出
入

り
口
位
置
を
定
め
、
専
門

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ

る
交
通
解
析
も
行
い
、
高

速
道
路
本
線
へ
の
影
響
は

出
な
い
と
返
答
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
安
委
員
会

や
須
坂
警
察
署
、
県
建
設

部
道
路
管
理
課
、
須
坂
建

設
事
務
所
な
ど
の
関
係
機

関
に
も
同
意
を
得
て
い

る
。

問
 
金
沢
市
の
隣
の
「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
白
山
」
を
視

察
し
た
所
、
地
場
の
魚
や

野
菜
・
果
物
を
販
売
す
る

白
山
マ
ル
シ
ェ
と
言
う
、

地
元
の
業
者
が
入
っ
て
い

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
賑

わ
っ
て
い
た
。
イ
オ
ン
モ

ー
ル
須
坂
に
も
地
元
の
業

者
が
安
く
入
れ
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
交
渉
し
て
ほ
し
い
。

特
に
須
坂
市
に
は
大
型
の

魚
屋
さ
ん
が
無
い
の
で
、

長
野
の
魚
市
場
に
入
っ
て

い
る
よ
う
な
大
手
業
者
が

入
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
。ま

た
ブ
ド
ウ
祭
り
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
店

舗
内
の
広
場
の
部
分
で
開

催
さ
れ
る
よ
う
だ
。
そ
の

辺
も
お
願
い
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

テ
ナ
ン
ト
の
出
店
に
つ

い
て
イ
オ
ン
で
は
、
ま
だ

具
体
的
な
検
討
の
段
階
に

な
い
が
、
地
元
の
現
状
や

考
え
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

問
 
須
高
地
域
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
が
社
協
内

に
開
設
し
た
が
、
現
状
は
。

ま
た
、
判
断
力
が
落

ち
る
前
に
契
約
を
結
ぶ
、

任
意
後
見
制
度
や
死
後
事

務
委
任
契
約
、
お
よ
び
法

人
後
見
等
へ
の
取
り
組
み

は
ど
ん
な
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
現
在
、

任
意
後
見
制
度
の
説
明
も

行
っ
て
お
り
、
法
人
後
見

は
来
年
度
具
体
的
に
協
議

し
て
い
く
。

重
伝
建
選
定

問
 
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
選
定
の
目
的

は
、
古
い
町
並
み
を
残
し
、

観
光
地
化
す
る
の
か
、
文

化
を
残
し
て
行
く
の
か
。

社
会
共
創
部
長
 
歴
史

的
な
景
観
を
残
し
つ
つ
、

住
民
に
と
っ
て
住
み
や
す

い
環
境
を
整
え
、
皆
が
誇

り
に
思
え
末
永
く
住
み
続

け
た
い
ま
ち
に
す
る
。

イ
オ
ン
開
設
後
の
高
速
道
の
渋
滞
懸
念

現
状
の
ま
ま
で
渋
滞
は
し
な
い

荒井 敏 議員

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議



伐採前 伐採後

セブンイレブン（南原町）下の大木を伐採

一般質問

9 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問
 
自
然
災
害
の
危
機
管

理
体
制
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長
 
災
害
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
は
徐
々
に
進
ん

で
い
る
が
、
ソ
フ
ト
面
の

整
備
も
重
要
と
考
え
、
地

域
防
災
行
動
計
画
の
作
成

を
は
じ
め
、
出
前
講
座
等

で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
予

定
し
、
地
域
の
防
災
力
向

上
を
推
進
し
て
い
く
。

問
 
災
害
対
策
基
本
法
で

は
自
然
災
害
の
次
に
火
災

等
を
挙
げ
て
い
る
が
糸
魚

川
大
規
模
火
災
を
踏
ま
え
、

市
で
は
大
規
模
火
災
に
対

し
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
の
か
。

総
務
部
長
 
密
集
地
域
、

危
険
区
域
の
火
災
防
ぎ
ょ

計
画
を
策
定
し
、
消
防
水

利
の
不
足
を
補
う
た
め
に

長
水
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
事

業
協
同
組
合
と
災
害
時
に

お
け
る
応
援
協
定
を
結
ん

だ
。ま

た
、
消
防
団
の
安
全

管
理
と
し
て
、
積
載
車
１

台
に
つ
き
防
火
衣
３
着
、

防
じ
ん
マ
ス
ク
、
耐
切
創

性
手
袋
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
団
員
数
に
よ
り
配
備

し
、
定
期
的
に
資
機
材
の

点
検
を
兼
ね
て
取
り
扱
い

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

消
防
法
施
行
令
の
改
定
に

よ
る
小
規
模
飲
食
店
へ
の

消
火
器
の
設
置
義
務
を
受

け
、
説
明
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
周
知
は
し
て

い
る
が
、
設
置
店
舗
数
ま

で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

今
後
も
設
置
数
を
増
や
す

た
め
の
周
知
を
し
て
い

く
。

問
 
災
害
医
療
の
最
優
先

課
題
は
い
か
に
し
て
救
う

こ
と
の
で
き
る
命
を
救
う

か
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
・
対
策
を
し
て
い

る
の
か
。

総
務
部
長
 
須
高
３
師
会

で
大
規
模
な
地
震
・
風
水

害
等
の
災
害
時
に
備
え
、

災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
。

ま
た
検
証
の
た
め
、
エ
マ

ル
ゴ
訓
練
を
実
施
。
傷
病

者
の
受
け
入
れ
、
搬
送
や

医
薬
品
の
補
給
・
調
達
等

に
関
す
る
連
絡
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

問
 
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸

断
に
よ
り
停
電
、
都
市
・

L
Ｐ
ガ
ス
、
上
下
水
道
、

通
信
網
の
被
災
に
よ
り
市

民
生
活
が
混
乱
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
。

総
務
部
長
 
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
寸
断
し
た
場
合
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
施

し
て
い
な
い
が
、
災
害
対

策
本
部
設
置
訓
練
等
に
併

せ
、実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

森
林
保
全
・
活
用
事
業

問
 
林
野
庁
を
中
心
に
国

民
運
動
で
あ
る
「
木
づ
か

い
運
動
・
木
育
」
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
 
森
林

体
験
活
動
事
業
補
助
制
度

に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
や
木
工

体
験
等
に
対
し
支
援
し
、

木
材
利
用
の
促
進
を
図
る
。

子どもたちに緑の財産
を残すため、間伐事業、
木づかい運動を推進し
森林資源を守って

自然災害への危機管理の進捗は

地域の防災行動計画を作成

酒井 和裕 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



電話リレーサービス

一般質問

102022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

手
話
言
語
条
例
制
定
の
考
え
は

当
面
は
現
在
の
施
策
を
推
進

手話言語条例の制定は、
誰一人取り残さない共
創のまちづくりにつな
がるのでは

聴
覚
障
が
い
者
等
へ
の

福
祉
政
策
推
進

問
 
手
話
の
普
及
と
市
民

の
理
解
促
進
の
た
め
の
具

体
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催

し
、手
話
の
基
本
的
知
識・

技
術
の
習
得
と
、
聴
覚
障

が
い
者
団
体
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
る
。
講
座
を
受

講
し
、
本
格
的
に
手
話
通

訳
を
目
指
す
方
の
た
め
の
、

上
級
講
座
受
講
の
補
助
も

行
っ
て
い
る
。

問
 
改
正
障
害
者
基
本
法

に
「
手
話
は
言
語
に
含
ま

れ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
手
話
に
よ
る
聴
覚
障

が
い
者
と
円
滑
な
意
思
疎

通
が
で
き
る
環
境
整
備
を

図
る
た
め
、
２
０
１
６
年

県
は
条
例
を
制
定
し
た
。

市
は
手
話
言
語
法
条
例
制

定
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
聴
覚
障

害
者
協
会
と
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
検
討
し
た
経
過

が
あ
る
が
、
当
面
は
現
在

の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問
 
情
報
弱
者
へ
の
情
報

保
障
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
す
る
が
、
特
に
有

事
の
危
機
管
理
で
は
、
聴

覚
障
が
い
者
が
来
庁
時
、

庁
舎
内
モ
ニ
タ
ー
で
の
手

話
映
像
を
通
し
て
、
情
報

共
有
が
有
効
と
考
え
る
が
、

対
応
で
き
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
対
面

で
の
通
訳
を
基
本
と
し
、

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
時
は
必

要
に
応
じ
て
、
手
話
通
訳

者
を
派
遣
し
て
い
る
。
庁

舎
内
の
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い

て
は
業
者
が
設
置
し
て
い

る
も
の
で
、
手
話
通
訳
の

映
像
を
加
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
必

要
な
映
像
情
報
は
掲
載
し

て
い
く
。

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

問
 
事
業
主
体
の
日
本
財

団
で
は
本
年
度
中
に
１
万

４
千
人
の
登
録
を
目
指
し

て
い
る
が
、
通
話
相
手
が

そ
の
存
在
を
知
ら
ず
に
戸

惑
う
事
例
が
多
い
。
本
制

度
の
認
識
と
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
本
事

業
は
、
聴
覚
や
発
話
に
困

難
が
あ
る
方
と
聞
こ
え
る

方
を
、
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電

話
に
よ
り
、
手
話
や
文
字

と
、
音
声
を
24
時
間
３
６

５
日
、
双
方
向
に
つ
な
ぐ

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
２
０

２
１
年
７
月
か
ら
公
共
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
運
用
が
開

始
さ
れ
た
。
市
は
、
以
前

か
ら
福
祉
課
窓
口
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
て
お

り
、
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

堀内 章一 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問



ブースター接種（3回目の接種）、
頑張って受けましょう！

一般質問

11 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

３回目接種、混乱のない体制は

できる限り安心の体制を整える

浅井 洋子 議員

ＩＴを使えるかどうかで、
生活の質が違う。誰一
人取り残さないために
サポートが必要

問
 
感
染
拡
大
に
備
え
、

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
高
め

る
た
め
、
12
月
１
日
よ
り

医
療
従
事
者
か
ら
３
回
目

の
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
。

２
回
接
種
と
は
異
な
る
ワ

ク
チ
ン
を
打
つ
「
交
互
接

種
」
は
希
望
で
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
で

は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク

チ
ン
の
み
が
薬
事
承
認
さ

れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
ナ
社

製
ワ
ク
チ
ン
は
薬
事
承
認

申
請
中
で
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
場
合
、
２
月
頃
か
ら

接
種
が
開
始
さ
れ
、
交
互

接
種
が
可
能
と
な
る
。

問
 
そ
の
安
全
性
に
問
題

は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
交
互

接
種
で
の
追
加
接
種
は
抗

体
価
の
上
昇
は
良
好
。
副

反
応
は
、
交
互
接
種
と
同

種
接
種
で
差
は
な
い
。
副

反
応
の
ほ
と
ん
ど
が
軽
度

で
、
発
現
後
短
時
間
で
症

状
が
治
ま
っ
て
い
る
。

問
 
心
理
的
に
２
回
の
接

種
と
同
じ
ワ
ク
チ
ン
が
安

心
と
思
う
人
が
多
い
よ
う

に
思
う
。
３
回
目
接
種
対

象
者
分
を
フ
ァ
イ
ザ
ー
と

モ
デ
ル
ナ
で
６
対
４
の
割

合
で
配
分
さ
れ
る
と
、
一

部
の
人
が
交
互
接
種
に
な

る
こ
と
は
確
実
。
フ
ァ
イ

ザ
ー
希
望
者
が
待
た
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
既

に
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。

健
康
福
祉
部
長
 
ど
ち

ら
か
の
ワ
ク
チ
ン
に
希
望

が
集
中
し
た
場
合
、
希
望

す
る
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
な

い
場
合
も
生
じ
、
全
て
の

市
町
村
で
苦
慮
し
て
い
る
。

問
 
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感

染
力
や
第
６
波
へ
の
不
安

を
考
え
る
と
、
２
回
目
接

種
か
ら
８
カ
月
よ
り
６
カ

月
が
良
い
と
思
う
が
。

市
長
 
国
が
決
め
る
こ
と

で
あ
り
、
市
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
。

問
 
交
互
接
種
も
接
種
間

隔
も
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
間

に
合
わ
な
い
こ
と
が
要
因

と
思
う
。
国
は
こ
の
対
応

を
市
町
村
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
接
種
が
ス
ム
ー

ズ
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

正
し
い
情
報
提
供
と
説
明

責
任
を
果
た
す
よ
う
県
を

通
じ
、
国
に
働
き
掛
け
る

考
え
は
あ
る
か
。

市
長
 
し
っ
か
り
と
意
見

を
伝
え
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み

問
 
市
は
太
陽
光
発
電
設

備
・
太
陽
熱
設
備
の
導
入

支
援
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
導
入
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
、
申
請
件
数
と
今

後
の
計
画
は
。

市
民
環
境
部
長
 
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
年
間

40
件
、
ペ
レ
ッ
ト
は
１
件
。

太
陽
光
発
電
は
毎
年
、
年

度
途
中
で
予
算
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
予
算
を
増

額
す
る
。

問
 
小
水
力
発
電
事
業
者

へ
の
支
援
は
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長
 
地
元

区
、
水
利
組
合
や
権
限
を

有
す
る
関
係
行
政
機
関
へ

の
説
明
の
際
、
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
協
力
依
頼
す

る
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



臥竜公園内の立看板

一般質問

122022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市長は趣味らしい趣味
はないとのこと。ゴル
フはやめられ、ストレス
は自分ではわからない

問
 
須
坂
市
は
障
が
い
者

が
住
み
よ
い
ま
ち
な
の
か
。

副
市
長
 
総
合
意
識
調
査

か
ら
、満
足
度
は
「
満
足
」

20
･
５
％
、「
不
満
」

16
･
４
％
で
「
ど
ち
ら

で
も
な
い
」
63
･
１
％

で
あ
る
。

問
 
市
に
お
け
る
障
が
い

者
の
就
労
採
用
状
況
は
。

総
務
部
長
 
正
規
職
員
は

５
名
、
会
計
年
度
任
用
職

員
は
14
名
で
合
計
19
名
で

あ
る
。

問
 
公
共
施
設
利
用
時
の

緊
急
時
対
応
・
誘
導
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
は
。

副
市
長
 
全
般
的
な
誘
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て

い
な
い
。
消
防
計
画
に
沿

っ
て
職
員
が
避
難
誘
導
を

行
う
。
し
か
し
、
障
が
い

者
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

入
れ
て
併
せ
て
作
成
し
て

い
く
。

問
 
須
坂
市
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
で
は
、
高
齢
化

に
よ
る
会
員
の
減
少
、
各

種
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
、
運
営
に
協
力
い

た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
・
賛

助
会
員
の
募
集
を
お
願
い

し
て
い
る
が
。

副
市
長
 
広
報
須
坂
等
を

活
用
し
市
民
の
皆
様
へ
障

が
い
福
祉
へ
の
理
解
を
呼

び
掛
け
て
い
く
。

問
 
今
般
の
選
挙
に
お
け

る
障
が
い
者
対
応
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

各
投
票
所
の
対
応
は
車

い
す
を
配
備
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
移
動
を
補
助

し
安
心
し
て
投
票
い
た
だ

け
る
よ
う
改
善
を
し
た
。

問
 
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
等
へ
の
取
り
組
み
は
。

社
会
共
創
部
長
 
市
独

自
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
大
会
に
は
取
り
組

め
て
い
な
い
。

問
 
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

担
当
部
署
は
。

社
会
共
創
部
長
 
明
確

に
は
事
務
分
担
が
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
は
、
福
祉

課
な
ど
福
祉
部
門
と
連
携

し
、
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
 
健
常
者
と
一
緒
に
で

き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
は
。

社
会
共
創
部
長
 
指
導

員
養
成
に
向
け
て
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
研
修
会
で

さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
す
。

臥
竜
公
園
の
整
備

問
 
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
車
イ

ス
等
が
周
回
で
き
る
周
遊

路
の
舗
装
工
事
の
実
施
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

雨
天
時
の
ぬ
か
る
み
や
水

た
ま
り
が
ひ
ど
く
歩
行
困

難
な
状
況
の
た
め
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

可
能
な
「
恋
人
の
聖
地
事

業
」
と
し
て
実
施
す
る
。

任
期
折
り
返
し
２
年
へ
の

政
策
課
題

問
 
任
期
折
り
返
し
を
迎

え
、
市
長
は
市
政
で
心
が

け
る
こ
と
は
何
か
。

市
長
 
１
番
は
市
民
目
線

に
立
っ
て
事
業
を
行
う
。

そ
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を

き
ち
っ
と
や
っ
て
、
自
分

と
し
て
悔
い
の
な
い
市
政

運
営
を
し
た
い
。

問
 
健
全
財
政
、
財
政
負

担
の
軽
減
を
お
願
い
し
た

い
。

市
長
 
次
の
世
代
に
過
度

の
負
担
を
残
さ
な
い
財
政

の
運
営
を
し
て
い
く
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

地
域
の
一
員
と
し
て
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

中島 義浩 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
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会
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問

一
般
質
問



減塩教室の様子

6カ月分の記録ができる「血圧手帳」

一般質問

13 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

脳梗塞になり、健康の
ありがたさを感じる。
定期的に健康診断を受
けよう！

問
 
三
大
疾
病
予
防
に
つ

い
て

健
康
福
祉
部
長
 
市
民

の
健
康
状
態
お
よ
び
健
康

課
題
を
踏
ま
え
た
施
策
を

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
２
０
１

３
年
３
月
に
須
坂
市
健
康

づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、

「
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で

充
実
し
た
生
活
を
実
現
す

る
」
を
基
本
理
念
に
、
か

ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

三
大
疾
病
の
が
ん
・
心

疾
患
・
脳
血
管
疾
患
に
つ

い
て
も
基
本
目
標
と
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
。
須
坂

市
の
死
因
の
第
１
位
は
が

ん
と
な
っ
て
お
り
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な

ぐ
た
め
の
が
ん
検
診
の
受

診
と
発
症
予
防
の
た
め
の

生
活
習
慣
改
善
の
取
り
組

み
を
基
本
と
し
て
い
る
。

引
き
続
き
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
の
た
め
、
健

診
受
診
の
重
要
性
を
周
知

し
、
保
健
補
導
員
会
と
の

協
働
に
よ
る
効
果
的
な
受

診
勧
奨
や
受
診
者
の
立
場

に
た
っ
た
検
診
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

心
疾
患
で
の
死
亡
は
須

坂
市
で
も
増
加
傾
向
で
、

２
０
０
５
年
か
ら
19
年

ま
で
の
死
因
第
２
位
と
な

り
、
脳
血
管
疾
患
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
第
４
位
と

な
っ
て
い
る
。
心
疾
患
や

脳
血
管
疾
患
の
発
症
予
防

の
た
め
に
は
、
高
血
圧
・

糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
、
重
症

化
予
防
で
あ
る
。

問
 
高
血
圧
に
対
す
る
予

防
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
高
血

圧
の
最
大
の
原
因
は
食
塩

の
取
り
過
ぎ
と
言
わ
れ
て

お
り
、
１
日
の
食
塩
摂
取

量
の
目
標
は
男
性
７
･
５

ｇ
、
女
性
６
･
５
ｇ
未
満

と
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０

２
０
年
度
の
須
坂
市
尿
中

塩
分
測
定
結
果
の
平
均
値

は
男
性
10
･
１
ｇ
、
女

性
９
･
８
ｇ
と
な
っ
て
お

り
目
標
よ
り
高
い
状
況
。

家
庭
で
の
血
圧
測
定
が

習
慣
に
な
る
よ
う
血
圧
計

の
貸
出
し
や
６
カ
月
分
の

血
圧
を
記
録
で
き
る
血
圧

手
帳
も
配
布
し
て
い
る
。

肥
満
が
原
因
の
高
血
圧

も
増
え
て
い
る
た
め
、

体
重
測
定
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
お
り
、
誰
で
も
体

重･

血
圧･

歩
数
を
記

録
す
る
こ
と
か
ら
始
め

る
簡
単
な
健
康
づ
く
り
と

し
て
「
須
坂
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
」を
実
施
し
て
い
る
。

疾病予防について

正しい知識の普及啓発に努める

宮坂 成一 議員

※一般質問は事務局職員
代読により行った
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須坂吉向焼　織部写し三段重

一般質問

142022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

須坂吉向焼が、世代交
代や相続などで、市外
への流出が増加してい
ます

問
 
市
は
、
須
坂
吉
向
焼

を
、
ど
の
程
度
把
握
、
登

録
し
て
い
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長
 
須
坂

市
指
定
無
形
文
化
財
に
指

定
の
43
点
と
、
平
成
27
年

に
博
物
館
で
吉
向
焼
展
を

開
催
し
、
指
定
文
化
財
以

外
の
吉
向
焼
を
借
用
し
た

76
点
を
把
握
し
て
い
る
。

問
 
吉
向
焼
の
管
理
や
保

存
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長
 
須
坂

吉
向
焼
と
し
て
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
43
点
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
指
定

台
帳
に
よ
り
本
年
度
よ
り

個
人
所
有
者
の
現
況
調
査

に
よ
り
、
変
更
や
管
理
状

況
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

問
 
吉
向
焼
を
「
須
坂

ま
る
ご
と
博
物
館
構
想

の
目
玉
品
」
と
し
て
常

設
展
示
を
し
て
は
ど
う

か
。

社
会
共
創
部
長
 
単

に
吉
向
焼
を
展
示
す
る

の
で
は
な
く
、
歴
史
的
、

文
化
的
背
景
を
掘
り
起

こ
し
、
市
民
に
よ
り
郷

土
を
知
り
、
誇
り
に
思

っ
て
い
た
だ
け
る
展
示

を
検
討
し
て
い
く
。

問
 
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
博
物
館
の
入
場
者
数

は
。

社
会
共
創
部
長
 
オ

ー
プ
ン
初
日
の
７
月

17
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
の
約
３
カ
月
半
の

入
館
者
数
は
博
物
館
で

２
８
６
４
人
、
笠
鉾
会
館

で
は
１
１
３
３
人
で
あ
る
。

問
 
今
後
の
入
館
者
数
の

目
標
設
定
は
。

社
会
共
創
部
長
 
本
年

度
、
博
物
館
は
３
千
人
、

笠
鉾
会
館
も
３
千
人
を
目

標
に
見
込
ん
で
い
る
。

現
況
と
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種

問 

12
歳
以
上
の
２
回
接

種
の
接
種
率
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
県
の

公
表
で
は
、
11
月
18
日
現

在
で
12
歳
以
上
の
接
種
率

は
88
・
６
％
で
あ
る
。

問
 
こ
れ
か
ら
初
め
て
接

種
し
た
い
方
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
新
た

に
12
歳
に
な
る
方
に
は
接

種
券
を
送
付
し
て
お
り
、

希
望
者
は
県
立
信
州
医
療

セ
ン
タ
ー
で
接
種
が
可
能
。

ま
た
、
対
象
者
で
今
後
接

種
の
希
望
者
は
、
現
在
、

轟
病
院
で
接
種
で
き
る
。

問
 
３
回
目
接
種
の
今
後

の
予
定
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
接
種

の
時
期
は
、
12
月
よ
り
医

療
従
事
者
か
ら
開
始
し
、

３
回
目
接
種
券
の
発
送
は
、

そ
れ
ぞ
れ
３
回
目
接
種
月

の
前
月
中
旬
を
目
途
に
順

次
接
種
案
内
を
す
る
。
12

月
〜
１
月
は
医
療
従
事
者
、

２
月
〜
３
月
は
65
歳
以
上

と
高
齢
者
施
設
従
事
者
、

４
月
〜
７
月
は
64
歳
以
下

18
歳
ま
で
が
対
象
者
に
な

る
。

吉
向
焼
の
常
設
展
示
を

単
な
る
展
示
は
し
な
い

荒井 一彦 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問



ＬＩＮＥの ｢お友達登録｣ をしましょう
詳しくは須坂市ホームページ

一般質問

15 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

進出企業に ｢須坂店」
と要望したが、企業は
ＩＣ名に合わせるのでは
ないかと、心配です

問
 
名
称
が
須
坂
長
野
東

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
以

下
Ｉ
Ｃ
）
な
の
で
、
周
辺

開
発
の
進
出
企
業
の
店
舗

名
が
「
須
坂
」
以
外
の
名

称
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

長
野
市
若
穂
に
（
仮
称
）

若
穂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
新

規
事
業
化
が
決
定
し
た
。

こ
の
機
会
に
「
若
穂
・
長

野
東
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
に

し
て
い
た
だ
き
、「
須
坂

長
野
東
」
を
「
須
坂
」
と

名
称
変
更
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長
 
所
在
す
る
市
町
村

名
を
使
用
す
る
の
が
原
則

で
あ
り
、
相
応
の
費
用
負

担
も
発
生
す
る
。
長
野
市

と
の
良
い
関
係
を
崩
し
た

く
な
い
の
で
、
名
称
変
更

は
考
え
て
い
な
い
。

問
 
善
光
寺
御
開
帳
の
須

坂
市
へ
の
誘
客
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長
 
現
地

で
の
観
光
案
内
と
信
州
須

坂
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

で
情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

問
 
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
選
定
後
の
目

指
す
方
向
は
。

社
会
共
創
部
長
 
歴
史

的
な
景
観
を
残
し
つ
つ
、

住
み
や
す
い
環
境
を
整
え
、

現
存
す
る
建
造
物
群
が
末

長
く
保
存
・
活
用
さ
れ
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
賑
わ

い
が
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
と
す
る
。

問
 
旧
大
久
保
家
「
や
ま

じ
ゅ
う
」
を
新
製
品
の
Ｐ

Ｒ
を
す
る
短
期
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長
 
新
商

品
の
試
験
販
売
や
複
数
企

業
の
商
品
を
一
同
に
集
め

た
販
売
テ
ナ
ン
ト
等
が
想

定
で
き
る
の
で
検
討
す
る
。

危
機
管
理
の
強
化

問
 
災
害
情
報
発
信
と
し

て
、
新
た
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

導
入
し
た
が
。

総
務
部
長
 
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
比
べ
て
利

用
者
が
多
く
、
年
齢
層
も

幅
広
い
。
災
害
情
報
の
発

信
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

問
 
大
規
模
災
害
の
発
生

や
感
染
症
拡
大
な
ど
危
機

管
理
関
連
業
務
が
増
え
、

高
い
専
門
性
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
県
内
17
市
で
は

危
機
管
理
課
（
室
）
と
い

っ
た
課
制
を
と
っ
て
い
る

が
、
須
坂
市
は
危
機
管
理

係
で
不
安
で
あ
る
。
危
機

管
理
体
制
は
大
丈
夫
か
。

副
市
長
 
課
制
は
と
ら
な

い
。
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
採
用

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た

気
象
台
に
情
報
提
供
等
の

支
援
を
お
願
い
し
て
強
化

を
図
り
対
応
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
 
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
に
は
、
カ
ー
ド

の
普
及
が
重
要
だ
。
カ
ー

ド
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

総
務
部
長
 
コ
ン
ビ
ニ
等

で
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証

明
書
等
を
取
得
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
を
22
年
10

月
か
ら
予
定
し
て
い
る
。

自
治
体
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
有
益
な
活
用

方
法
が
あ
れ
ば
検
討
し
て

い
く
。

インターチェンジ名を「須坂」に

考えていない

岡田 宗之 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



成年後見制度のチラシ

一般質問

162022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

今後、成年後見制度が
ますます必要になる。
須高地域成年後見支援
センターに大いに期待

問
 
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
想
定
範
囲

内
の
建
物
の
詳
細
は
。

社
会
共
創
部
長
 
想
定

範
囲
に
は
、
店
舗
や
住
宅
、

土
蔵
、
離
れ
な
ど
約
６
２

０
棟
の
建
物
が
存
在
し
、

昭
和
の
初
め
ま
で
に
建
て

ら
れ
た
伝
統
的
な
建
造
物

は
３
４
２
棟
。
う
ち
、
江

戸
期
、
ま
た
は
明
治
期
の

建
物
が
１
７
０
棟
あ
る
。

問
 
住
民
と
の
合
意
形
成

に
向
け
て
の
取
組
計
画
は
。

社
会
共
創
部
長
 
範
囲

内
に
お
住
ま
い
の
方
や
所

有
者
に
個
別
案
内
を
出
し
、

制
度
や
規
制
内
容
、
助
成

措
置
・
税
制
優
遇
等
の
説

明
会
を
複
数
回
開
催
す
る
。

個
別
訪
問
な
ど
丁
寧
な
説

明
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
支
援

問
 
須
坂
市
お
店
限
定
応

援
商
品
券
販
売
で
の
事
業

者
側
と
消
費
者
側
の
ク
レ

ー
ム
は
。

産
業
振
興
部
長
 
事
業

者
側
か
ら
は
、
販
売
開
始

前
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
大

変
多
か
っ
た
こ
と
、
販
売

当
日
の
行
列
の
対
応
に
苦

慮
、
商
品
券
へ
の
自
店
印

の
押
印
や
換
金
手
続
き
等

の
事
務
処
理
の
手
間
が
か

か
る
こ
と
へ
の
苦
情
。

消
費
者
側
か
ら
は
、
購

入
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
、
販
売
方
法
や
周
知

方
法
な
ど
に
対
す
る
意

見
・
苦
情
が
あ
っ
た
。

問
 
今
後
の
商
品
券
発
行

事
業
の
実
施
予
定
は
。

産
業
振
興
部
長
 
事
業

費
財
源
確
保
の
予
定
が
現

時
点
で
は
な
く
、
実
施
の

予
定
は
な
し
。

須
坂
市
新
型
コ
ロ
ナ
中
小

企
業
者
等
特
別
応
援
金

問
 
特
別
応
援
金
の
申
請

状
況
は
。

産
業
振
興
部
長 

11
月

26
日
現
在
で
１
４
６
件

の
申
請
で
、
交
付
決
定
額

は
約
１
５
６
０
万
円
。

問
 
今
後
予
定
し
て
い
る

事
業
者
支
援
は
。

産
業
振
興
部
長 

12
月

13
日
か
ら
第
２
弾
の
申
請

受
付
を
始
め
る
、
中
小
法

人
は
40
万
円
、
個
人
事
業

者
は
20
万
円
を
上
限
に
支

給
す
る
。

須
高
地
域
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー

問
 
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

つ
な
が
れ
た
案
件
に
つ
い

て
状
況
整
理
し
、
同
行
訪

問
等
に
よ
る
調
査
を
行
い

後
見
申
し
立
て
の
必
要
性

の
判
断
に
つ
い
て
助
言
を

す
る
。
そ
の
他
、
親
族
等

の
申
し
立
て
に
係
る
相
談

支
援
、
申
立
書
・
報
告
書

等
の
書
類
作
成
支
援
、
研

修
会
、
広
報
活
動
等
で
の

普
及
啓
発
、
成
年
後
見
人

等
の
紹
介
・
支
援
等
の
事

業
を
行
う
。

問
 
今
後
の
法
人
後
見
の

受
任
計
画
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
法
人

後
見
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
法
人
と
し
て
後
見
人

を
受
任
す
る
仕
組
み
で
、

複
雑
な
課
題
が
あ
り
、
個

人
で
は
対
応
困
難
な
案
件

で
も
、
複
数
の
職
員
が
支

え
合
い
組
織
で
の
対
応
が

可
能
。
体
制
整
備
に
向
け

協
議
中
。

重
伝
建
選
定
へ
の
進
捗
状
況
は

伝
建
地
区
の
範
囲
を
お
お
む
ね
了
承

古家 敏男 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問



物置化している福祉課の相談室

一般質問

17 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

お店限定商品券事業は
誰のための事業なの？
理事者は自らを律すべ
き

福祉全体の調整役の設置を

配置は考えていない
改
正
社
会
福
祉
法
の
対
応

問
 
福
祉
が
委
託
、
縦
割

り
、
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

分
野
を
ま
た
い
だ
包
括
化
、

庁
内
連
携
・
多
機
関
協
働

の
た
め
、
市
全
体
の
調
整

役
の
設
置
と
専
門
職
員
の

増
員
・
育
成
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
調
整

役
の
配
置
は
考
え
て
い
な

い
。
庁
内
連
携
と
専
門
職

員
の
育
成
は
重
要
な
の
で

課
題
解
決
に
向
け
検
討
す

る
。

問
 
改
正
前
は
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
子
ど
も
、
困

窮
の
分
野
ご
と
の
相
談
体

制
・
地
域
づ
く
り
だ
っ
た
。

改
正
に
よ
り
一
体
な
包
括

的
支
援
体
制
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。
市
の
考
え

は
。

健
康
福
祉
部
長
 
各
分

野
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

制
度
の
狭
間
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
ら
な
い
課
題
の

場
合
は
担
当
者
が
集
ま
り

情
報
共
有
し
、
支
援
を
し

て
い
る
。

問
 
福
祉
課
の
相
談
室
は

相
談
者
に
配
慮
し
て
い
る

の
か
。「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」

も
狭
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
社

協
の
ト
イ
レ
は
和
式
だ
。

女
性
活
躍
社
会
を
踏
ま
え
、

早
急
な
整
備
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
相
談

室
等
の
整
備
に
つ
い
て
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

ま
る
ご
と
博
物
館

問
 
委
員
会
に
詳
細
な
報

告
が
な
い
ま
ま
旧
よ
っ
と

蔵
い
と
や
ま
じ
ゅ
う
の
改

修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

20
年
度
事
業
の
３
８
０
０

万
円
の
成
果
と
ポ
ケ
ナ
ビ

す
ざ
か
に
４
千
万
円
の
内

容
は
。

副
市
長
 
委
員
会
に
説
明

し
た
。
４
業
務
を
業
務
委

託
し
た
。
事
業
詳
細
の
構

築
、
部
会
の
運
営
、
議
事

録
作
成
、
21
年
度
以
降
の

事
業
仕
様
書
。
ポ
ケ
ナ
ビ

は
須
坂
に
魅
力
を
発
信
す

る
ア
プ
リ
で
、
ま
る
ご
と

博
物
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の

構
築
他
で
㈱
A
Ｄ
Ｋ
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
と
契
約

し
た
。

問
 
ほ
と
ん
ど
市
外
業
者

が
中
心
だ
。
折
角
国
の
交

付
金
を
持
っ
て
き
て
も
市

外
業
者
に
行
っ
て
し
ま
う
。

副
市
長
 
市
内
業
者
と
の

共
同
企
業
体
だ
。

問
 
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
公
募
し

た
が
応
募
な
く
、
減
額
補

正
と
な
っ
た
。
ま
る
ご
と

博
物
館
事
業
の
中
心
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

副
市
長
 
募
集
要
件
に
合

わ
な
く
応
募
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
ま
ち
の
元

気
創
出
推
進
委
員
会
及
び

契
約
事
業
者
で
事
業
を
進

め
て
い
く
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
 
過
去
に
お
け
る
パ
ワ

ハ
ラ
の
対
処
は
。

総
務
部
長
 
疑
わ
れ
る
事

例
が
発
生
し
相
談
者
の
同

意
を
得
て
事
情
聴
取
な
ど

調
査
を
行
い
、
理
事
者
か

ら
当
該
職
員
に
注
意
し
た
。

宮本 泰也 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



新品種クイーンルージュ
（市農林課提供）

一般質問

182022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

来園者に喜びを、楽し
い一時を如何に提供で
きるかと、知恵を絞って
の企画は天晴れだ！

問
 
新
た
な
通
学
路
の
危

険
箇
所
解
消
の
た
め
の
、

具
体
的
な
安
全
対
策
を
示

さ
れ
た
い
。

教
育
次
長
 
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
は
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
。
危
険

な
交
差
点
に
は
ガ
ー
ド
ポ

ス
ト
や
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
。

危
険
な
水
路
に
は
転
落
防

止
柵
を
設
置
す
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

問
 
小
学
校
６
年
生
、
中

学
生
が
市
か
ら
送
付
さ
れ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
読
む

こ
と
で
、
十
分
な
ワ
ク
チ

ン
勧
奨
再
開
の
理
解
が
で

き
る
か
疑
問
。

市
は
教
育
委
員
会
の

協
力
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
出
向
い
て
、
児

童
・
生
徒
、
さ
ら
に
保
護

者
の
同
席
の
下
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
や
副
反
応
、

危
険
性
に
つ
い
て
正
確
な

情
報
を
丁
寧
に
説
明
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
必
要

な
こ
と
だ
と
思
う
。

教
育
長
 
児
童
・
生
徒
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
へ
の

説
明
会
も
必
要
な
こ
と
だ

と
思
う
。

市
の
危
機
管
理
体
制

問
 
地
震
が
発
生
し
た
時

に
発
せ
ら
れ
る
緊
急
地
震

速
報
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

防
災
行
政
無
線
で
流
さ
れ

る
の
か
。

総
務
部
長
 
国
民
保
護
法

に
基
づ
き
、「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
」
に
よ
り
、
地
震
や
津

波
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
が

発
射
さ
れ
た
際
な
ど
、
対

処
に
時
間
的
余
裕
が
な
い

事
態
に
対
応
す
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
流
す
。

注
目
の
諸
施
策
等

問
 
須
坂
発
祥
の
果
物

「
ワ
ッ
サ
ー
」
の
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
の
開
発
・
商
品

化
と
、
農
業
振
興
策
の
成

果
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

規
格
外
品
の
有
効
活
用
が

図
れ
、
須
坂
市
産
果
実
の

ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
も
寄
与

で
き
た
。
今
後
と
も
加
工

品
の
開
発
・
支
援
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
 
新
品
種
ブ
ド
ウ
「
ク

イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
の
普

及
状
況
と
展
望
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

甘
み
が
強
く
種
無
し
で
、

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
赤
紫

色
の
ブ
ド
ウ
で
、
市
の
出

荷
量
は
約
11
ト
ン
だ
が
、

市
場
関
係
者
か
ら
は
高
評

価
だ
。

問
 
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
・

ふ
じ
等
の
病
害
で
あ
る
炭

疽
病
と
輪
紋
病
の
病
害
防

除
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

関
係
機
関
と
連
携
し
情
報

収
集
に
努
め
、
農
家
に

対
し
情
報
提
供
を
し
て
い

く
。

問
 
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
、

カ
ピ
バ
ラ
温
泉
オ
ー
プ
ン

等
の
催
し
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

動
物
園
に
来
園
さ
れ
る

方
々
が
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
今
後
も
動
物
た
ち
と

職
員
の
ア
イ
デ
ア
で
盛
り

上
げ
た
い
。

危
険
な
通
学
路
66
カ
所
以
外
の
抽
出
は

新
た
な
抽
出
箇
所
は
24
件

佐藤 壽三郎 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問



石合 敬 議員
「詰所は公会堂で」とする25 年も前の

考えを固持する市長の防災感覚

一般質問

19 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

「事業再構築補助金」採択の要因は

各事業者と市職員の連携の成果
問
 
国
の
事
業
再
構
築
補

助
金
は
須
坂
市
の
多
く
の

企
業
案
が
採
択
さ
れ
た
と

聞
く
が
、
そ
の
要
因
は
。

産
業
振
興
部
長
 
事
業

者
の
的
確
な
計
画
書
・
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
構
築
と
共

に
市
職
員
と
の
連
携
・
支

援
が
あ
っ
た
こ
と
か
と
思

う
。

問
 
今
回
応
募
し
な
か
っ

た
会
社
も
、
市
内
の
多
く

の
企
業
案
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
喜
ん
で
い
た
。
市

内
企
業
と
市
職
員
の
関
係

が
良
い
と
い
う
こ
と
か
。

産
業
振
興
部
長
 
企
業

と
し
っ
か
り
関
わ
り
良
い

関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

消
防
団
詰
所
問
題
等

市
の
ビ
ジ
ョ
ン

問
 
市
民
の
思
い
と
市
の

受
け
止
め
方
が
全
く
違
う
。

擦
り
合
わ
せ
の
場
を
つ
く

る
よ
う
お
願
い
し
て
も
市

長
は
全
く
取
り
合
わ
な
い
。

市
民
会
議
の
場
が
無
い
の

で
単
独
案
件
と
し
て
関
係

者
と
話
し
合
い
の
場
を
つ

く
る
べ
き
で
は
。

市
長
 
市
民
会
議
は
書
面

会
議
に
な
っ
た
の
で
説
明

と
意
見
交
換
を
し
て
い
き

た
い
。

問
 
そ
れ
は
建
設
要
望
を

含
め
て
の
話
し
合
い
か
。

市
長
 
要
望
書
が
出
て
い

る
の
で
、
そ
れ
も
含
め
て

で
あ
る
。

問
 
須
坂
市
で
は
市
民
が

ほ
し
い
と
言
っ
た
訳
で
も

な
い
何
百
万
円
も
の
絵
画

を
購
入
し
た
り
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
と
言
い
金
銭

が
伴
う
不
平
等
な
公
演
を

行
っ
た
り
、
一
度
も
使
用

し
な
い
施
設
を
２
３
０
０

万
円
も
出
し
購
入
し
た
。

春
に
は
レ
プ
リ
カ
の
書
を

何
百
万
円
も
か
け
展
示
し
、

そ
の
上
関
係
者
の
講
演
を

35
万
円
で
聞
く
と
い
う
。

そ
の
お
金
を
回
す
所
は
い

く
ら
で
も
あ
る
。
市
民
要

望
と
市
の
か
け
離
れ
た
事

業
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
 
議
会
で
決
算
認
定

し
て
い
る
。
部
長
会
議
等

の
議
論
を
経
て
決
定
し
て

い
る
。

問
 
書
の
レ
プ
リ
カ
展
示

が
「
ほ
ん
も
の
の
ま
ち
須

坂
」
で
あ
る
な
ら
何
百
万

円
の
絵
画
や
書
の
レ
プ
リ

カ
も
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
 
見
解
の
相
違
だ
。

問
 
絵
画
購
入
の
際
、
市

は
美
術
年
鑑
・
デ
パ
ー
ト

価
格
し
か
見
ず
、
流
通
価

格
を
調
べ
ず
教
え
て
も
無

視
し
た
。
素
人
の
行
政
が

手
を
出
す
も
の
で
は
な
い
。

文
化
振
興
事
業
団
に
任
せ

ら
れ
な
い
の
か
。

市
長
 
ト
ー
タ
ル
で
考
え
、

事
業
団
で
も
市
で
も
ふ
さ

わ
し
い
所
で
や
れ
ば
よ
い
。

須
坂
市
の
地
下
水
源

問
 
条
例
の
緩
和
で
、
各

企
業
へ
の
水
量
配
分
の
基

準
は
。

副
市
長
 
地
下
水
保
全
・

利
活
用
計
画
で
年
間
１
千

万
㎥
を
上
限
と
し
て
い
く
。

問
 
無
許
可
で
井
戸
を
掘

削
し
た
場
合
の
罰
則
は
。

副
市
長
 
規
定
内
で
対
応
。

問
 
湧
き
水
の
保
全
策
は
。

副
市
長
 
井
戸
７
カ
所
と

湧
き
水
２
カ
所
を
継
続
的

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

職員には出来ない言い
訳をするなと言い、自
分は後付けの言い訳ば
かり。変じゃない？市長

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



イルミネーションを復活してほしい

一般質問

202022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
復
活
を

復
活
は
考
え
て
い
な
い

問
 
後
世
に
残
し
た
い
風

景
百
選
に
須
坂
ア
ー
ト
パ

ー
ク
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
選
ば
れ
て
お
り
、
今

で
も
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
復
活
す
る
考
え
は
。

副
市
長
 
当
時
、
設
置
維

持
管
理
費
に
６
０
０
〜
８

０
０
万
円
程
出
費
。（
人

件
費
別
）
復
活
は
考
え
て

い
な
い
。

市
長
 
Ｈ
Ｐ
か
ら
削
除
は

せ
ず
、
思
い
出
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
期
間

を
入
れ
て
掲
載
す
る
。

問
 
須
坂
ア
ー
ト
パ
ー
ク

『
恋
人
の
聖
地
』
を
中
心

と
し
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
事
業
と

は
ど
ん
な
事
業
な
の
か
。

副
市
長
 
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
、「
出

生
率
向
上
・
関
係
人
口
拡

大
」
を
テ
ー
マ
に
市
町
村

の
幅
広
い
事
業
を
取
り
込

み
、
全
国
の
恋
人
の
聖
地

加
盟
市
町
村
連
携
に
よ
る

持
続
可
能
な
地
域
活
性
化

事
業
を
目
指
す
。

具
体
的
に
は
、「
華
道

家
假
屋
崎
省
吾
の
花
め
ぐ

り
事
業
」「
ア
ー
ト
パ
ー

ク
博
物
館
・
美
術
館
収
蔵

ス
ペ
ー
ス
事
業
」
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

問
 
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
敷
地
整
備
も
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。

副
市
長
 
現
在
、
デ
ジ
タ

ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２

０
２
２
〜
23
年
度
に
か
け

て
恋
人
の
聖
地
に
あ
る
ア

ー
ト
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
と
し
て
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
の
整
備
（
駐

車
場
･
道
路
･
公
園
）
を

予
定
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

問
 
ブ
ド
ウ
園
の

カ
ラ
ス
対
策
防
除

ワ
イ
ヤ
ー
設
置
の

実
証
実
験
結
果
と
、

そ
の
資
材
購
入
時

の
補
助
は
。

産
業
振
興
部
長

あ
る
程
度
の
防
除

効
果
が
期
待
さ
れ

る
が
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
ワ
イ
ヤ
ー
の

耐
用
年
数
は
10

年
。
ブ
ド
ウ
の

ツ
ル
が
絡
ま
っ
た

り
、
せ
ん
定
の
際

に
誤
っ
て
ワ
イ

ヤ
ー
を
切
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
発
生

し
て
お
り
ワ
イ

ヤ
ー
に
特
定
す
る
こ
と
な

く
他
の
対
策
も
含
め
研
究

し
て
い
く
。

問
 
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
８
割
が
農
産
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
デ
ザ

イ
ン
で
、
贈
答
用
の
化
粧

箱
を
作
成
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長
 
デ
ザ
イ
ン
で
須
坂

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
は

大
事
。
デ
ザ
イ
ン
の
事
業

化
・
予
算
化
は
す
る
が
、

選
定
は
農
業
委
員
会
や
議

会
の
経
済
建
設
委
員
会
、

議
員
の
中
か
ら
選
定
し
て

い
た
だ
く
と
、
市
民
の
立

場
で
選
ん
だ
こ
と
に
な
る

の
で
、
そ
の
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。

３月定例会より本格運
用されるペーパーレス。
あ〜心配

西澤 えみ子 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問



水漏れ対策の決め手！
エアレーション設備（八町水源）

一般質問

21 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

エアレーション設備設置の進捗は

水道施設用地の選定を進めている

水害、コロナ、異常気象！
２０５０年、ＣＯ２排出
ゼロめざし、生活改善
にがんばるぞ

問
 
八
町
水
源
に
エ
ア
レ

ー
シ
ョ
ン
設
備
を
設
置
し

て
以
降
は
水
漏
れ
の
苦
情

は
聞
か
な
い
と
の
こ
と
。

八
町
水
源
と
野
辺
原
水
源

の
遊
離
炭
酸
濃
度
の
数
値

の
違
い
は
。

水
道
局
長
 
八
町
水
源
は
、

取
水
時
の
原
水
で
10
・
５

㎎
／
ℓ
、
エ
ア
レ
ー
シ
ョ

ン
後
の
浄
水
で
２
・
２
㎎

／
ℓ
。
野
辺
原
水
源
は
、

取
水
時
の
原
水
で
12
・
３

㎎
／
ℓ
、
配
水
池
で
八
町

水
源
の
浄
水
と
ブ
レ
ン
ド

し
、
次
亜
塩
素
を
注
入
し

た
浄
水
が
７
・
２
㎎
／
ℓ
。

八
町
水
源
と
野
辺
原
水
源

の
遊
離
炭
酸
濃
度
の
違
い

は
明
ら
か

問
 
野
辺
原
水
源
へ
の
エ

ア
レ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
向

け
て
の
進
捗
状
況
は
。

水
道
局
長
 
設
置
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
の
で
、
新

た
な
水
道
施
設
用
地
の
選

定
を
進
め
て
い
る
。

問
 
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
と
井
上
地
区
の
皆

さ
ん
に
対
す
る
周
知
は
。

水
道
局
長
 
工
事
事
業
者

へ
は
孔
食
に
対
す
る
周
知

文
書
の
配
付
等
を
行
っ
て

い
る
。
井
上
地
区
の
皆
様

に
は
、
対
策
の
見
通
し
が

立
っ
た
時
点
で
周
知
を
検

討
す
る
。

市
民
の
財
産
　
地
下
水
の

保
全
と
持
続
可
能
な
有
効

活
用
を

問
 
過
剰
な
地
下
水
取
水

で
地
盤
沈
下
が
起
こ
り
え

る
場
所
は
。

副
市
長
 
地
盤
沈
下
の
可

能
性
は
低
い
が
、
千
曲
川

周
辺
は
粘
土
層
が
地
表
か

ら
浅
い
地
点
に
堆
積
し
て

い
る
場
所
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
絶
対
と
は
言

い
切
れ
な
い
。

千
曲
川
周
辺
は
地
下
水
の

取
水
量
制
限
の
強
化
を

問
 
涵
養
・
節
水
策
と
し

て
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

副
市
長
 
地
下
水
保
全
・

利
用
活
用
計
画
で
は
、
市

全
域
で
年
間
取
水
量
を
１

千
万
㎥
と
し
た
場
合
、
新

規
及
び
変
更
を
行
う
地
下

水
採
取
者
に
対
し
、
涵
養

･
節
水
策
を
検
討
･
実
施

す
る
よ
う
要
請
す
る
。
広

報
等
で
啓
発
活
動
も
す
る
。

取
水
量
が
年
間
１
千

万
㎥
に
達
し
そ
う
な
場
合

は
、
そ
れ
以
上
の
揚
水
が

可
能
か
検
証
し
、
支
障
が

あ
る
場
合
は
、
取
水
量
の

減
量
等
を
要
請
す
る
。

問
 
条
例
等
改
正
案
に
地

下
水
の
涵
養
・
節
水
策
の

規
定
は
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
の
か
。

副
市
長
 
涵
養
策
及
び
節

水
策
に
関
す
る
条
項
を
盛

り
込
む
予
定
。

問
 
条
例
等
改
正
案
の
市

民
へ
の
説
明
と
意
見
聴
取

は
。

副
市
長
 
１
月
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

３
月
議
会
で
の
議
決
後
、

３
カ
月
間
の
周
知
期
間
を

設
け
る
。

竹内 勉 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



平成８年しゅん工の塩野浄水場

一般質問

222022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

一般財源になるよう
開発行為が必要なのに…

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
採
用
は

現
行
の
ほ
う
が
費
用
は
か
か
ら
な
い

水
道
事
業

問
 
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
（
運
営
権
を
民
間
企
業

に
委
託
す
る
）
の
採
用
は
。

水
道
局
長
 
当
市
の
体
制

で
は
、
費
用
対
効
果
を
上

げ
る
結
果
と
は
な
ら
ず
、

現
行
の
体
制
の
ほ
う
が
費

用
が
か
か
ら
な
い
試
算
と

な
る
。

問
 
未
収
金
の
回
収
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。

水
道
局
長
 
相
手
方
の
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
、
戸

別
訪
問
や
分
納
指
導
、
場

合
に
よ
っ
て
は
停
水
を
実

施
し
回
収
に
努
め
る
。

問
 
水
道
管
や
施
設
の
老

朽
化
に
伴
い
、
今
後
多
額

の
費
用
が
か
か
る
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
で
進
め
て

い
く
の
か
。

水
道
局
長
 
須
坂
市
水
道

事
業
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
策
定
し
た
。
老
朽

化
す
る
施
設
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
今
後
30
年
か
ら

40
年
の
計
画
的
な
施
設
更

新
・
整
備
の
実
施
に
つ
い

て
作
成
し
た
。

宅
地
造
成
事
業

問
 
地
域
再
開
発
に
向
け

た
宅
地
造
成
事
業
の
考
え

方
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

「
宅
地
造
成
事
業
経
営
戦

略
」
に
つ
い
て
２
０
３
０

年
度
を
目
標
年
次
と
し
て

策
定
し
、
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
社
会
情
勢
の
変

化
等
に
よ
り
事
業
リ
ス
ク

が
相
対
的
に
高
い
が
、
地

域
活
性
化
を
進
め
る
上

で
、
行
政
に
よ
る
開
発
行

為
は
大
切
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

土
地
開
発
公
社

問
 
土
地
開
発
公
社
の
当

面
の
事
業
計
画
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

今
年
度
、
県
の
事
業
認
可

を
い
た
だ
き
来
年
度
か
ら

事
業
化
し
て
い
く
。
市
が

進
め
る
公
共
事
業
推
進
に

当
た
り
用
地
の
取
得
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
機
動

的
に
対
応
し
て
い
く
。

意
見
 
行
政
は
優
先
順

序
を
決
め
て
家
計
簿
の

よ
う
に
使
う
の
み
の
事

業
か
も
し
れ
な
い
が
、

年
々
歳
歳
財
源
が
厳
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
事

業
を
実
施
す
る
前
に
入

り
の
財
源
が
必
要
で
す
。

財
源
を
確
保
す
る
た
め

の
手
立
て
を
一
層
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
、
人
口

減
少
を
食
い
止
め
、
新

た
な
産
業
を
育
成
す
る

こ
と
が
、
宅
地
造
成
事

業
で
あ
り
、
土
地
開
発

公
社
の
果
た
す
役
割
で

す
。

牧 重信 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問



子ども食堂実行委員会の食料品配布
（12月8日：市役所西駐車場）

一般質問

23 第 168 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

12月のフードパントリ
ー。従来と異なるみな
さんも…列に並ぶとい
う現象が起こっている

年
末
年
始
、
生
活
困
窮
者

の
た
め
の
相
談
体
制
を

問
 
学
校
等
の
暖
房
費
節

約
で
学
習
環
境
や
健
康
に

影
響
が
な
い
よ
う
対
応
を
。

教
育
次
長
 
予
算
を
確
保

し
適
切
に
暖
房
を
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

問
 
民
間
の
社
会
福
祉
施

設
等
へ
の
暖
房
費
支
援
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
今
の

と
こ
ろ
助
成
の
予
定
は
な

い
。

問
 
困
っ
た
と
き
は
市
役

所
へ
！
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
窓
口

開
設
は
し
な
い
が
、
緊
急

時
の
連
絡
体
制
を
整
え
る
。

小
規
模
企
業
の
持
続
的
な

発
展
を
底
支
え
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を

問
 
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、

地
域
内
で
生
産
、
消
費
、

雇
用
を
ま
か
な
う
こ
と
の

重
要
性
を
教
え
て
い
る
。

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
」
の
果
た
し
た
役
割

を
評
価
し
、
再
実
施
を
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

再
開
は
考
え
て
い
な
い

が
、「
空
き
家
改
修
補
助

事
業
」を
検
討
し
て
い
る
。

問
 
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等
で
市
内

の
飲
食
店
の
魅
力
と
存
在

が
改
め
て
明
ら
か
に
…
、

商
店
街
や
小
売
店
を
地
域

の
共
有
財
産
と
位
置
づ
け
、

「
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
」
を
創
設
し
支
援
を
。

産
業
振
興
部
長
 
既
存

店
の
要
望
や
意
向
を
聞
い

て
支
援
策
を
考
え
た
い
。

問
 
原
油
高
騰
で
影
響
を

受
け
る
事
業
者
の
支
援
を
。

産
業
振
興
部
長
 
「
特
別

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
相

談
等
の
支
援
を
強
め
る
。

異
常
気
象
等
の
災
害
か
ら

家
族
農
業
を
守
る
支
援
を

問
 
凍
霜
害
な
ど
に
よ
る

果
樹
農
家
の
被
害
実
態
は
。

産
業
振
興
部
長
 
春
先
の

霜
、
長
雨
な
ど
の
気
象
の

影
響
で
、
リ
ン
ゴ
を
中
心

に
品
質
低
下
や
小
玉
等
で
、

前
年
比
約
５
割
〜
６
割
の

出
荷
量
と
な
っ
て
い
る
。

問
 
３
年
連
続
の
堤
外
地

の
被
害
の
状
況
と
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長
 
冠
水

被
害
農
家
は
１
０
０
戸
余

り
、
農
家
の
意
見
を
聞
き

復
旧
作
業
と
支
援
を
進
め

る
。

問
 
果
樹
共
済
や
収
入
保

険
の
補
助
引
き
上
げ
を
。

産
業
振
興
部
長
 
収
入

保
険
の
掛
捨
て
部
分
の
50

％
補
助
を
し
て
い
る
。

問
 
鳥
害
や
シ
ン
ク
イ
ム

シ
被
害
の
発
生
源
を
断
つ

遊
休
農
地
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長
 
放
任

果
樹
園
の
解
消
へ
、
現
補

助
制
度
の
拡
充
を
検
討
す

る
。

問
 
耕
作
者
が
決
ま
ら
な

い
遊
休
農
地
を
、
隣
地
の

農
家
な
ど
が
行
う
除
草
作

業
に
対
し
て
補
助
制
度
は
。

産
業
振
興
部
長
 
現
在

は
支
援
策
が
な
い
。

問
 
原
油
高
騰
の
も
と
、

ハ
ウ
ス
農
家
へ
の
支
援
を
。

産
業
振
興
部
長
 
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

原油高騰のもと市民生活支援を

４千世帯対象に灯油購入費助成

久保田 克彦 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



須
坂
市
議
会
研
修
会

須
坂
市
議
会
研
修
会
日
時
：
令
和
３
年
12
月
20
日

場
所
：
市
役
所
第
４
委
員
会
室

（件名は一部省略しています）

賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

件名と主な内容

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所
属ク 自民・公明クラブ 貴和会 志政

　
市民
ク

宮
本
泰
也

荒
井　

敏

西
澤
え
み
子

石
合　

敬

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内　

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内
章
一

牧　

重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田　

剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

塩
﨑
貞
夫

宮
坂
成
一

議
案
第
72
号

市営駐車場の指定管理者
の指定に対する附帯決議
（賛成12：反対６）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ － ○

 ☆ ○は賛成 ●は反対  ☆ 議長 塩﨑貞夫 は可否同数以外は採決に加わらない
 ☆ 会派名の略称：無所属ク→無所属クラブ 共産→日本共産党 志政→志政会 市民ク→須坂市民クラブ

■■■■ １月臨時会の議決結果 ■■■■

全会一致による可決案件
■■■■■■ 12月定例会の議決結果 ■■■■■■

番　　号 件名と主な内容

議案第７３号
豊洲防災コミュニティセンターの指定管理者の
指定
北相之島区
期間：令和３年 12月 15日から令和 14年３月 31日まで

議案第７４号
子育て就労総合支援センターの指定管理者の指定
㈱Goolight
期間：令和４年４月１日から令和９年３月 31日まで

議案第７５号 市道の認定
市道４路線を認定

議案第７６号
小中学校適正規模等審議会条例の制定
適正な規模及び適正な配置の在り方について必要な事項を検
討するため、須坂市小中学校適正規模等審議会を設置する

議案第７７号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
期末手当及び勤勉手当の支給割合を改める等

議案第７８号
消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部改正
現行の消防団員の活動を補完する消防団員として機能別団員
を設置する

議案第８０号
第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部改正
報酬に特殊勤務報酬を加える。期末手当の支給月数を正規職
員と同等とする

議案第８１号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正
書面の作成において、書面に代わり電磁的記録により行うこ
とができる規定を加える

議案第８２号

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並
びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関
する基準を定める条例の一部改正
特定教育・保育施設等の書面の作成において、書面に代わり
電磁的記録により行うことができる規定を加える他

議案第８３号
部落差別をはじめあらゆる差別撤廃・人権擁護
に関する条例の一部改正
人権に関する３つの法律等の施行に伴うもの

議案第８４号 国民健康保険条例の一部改正
出産育児一時金の額を改める

番　　号 件名と主な内容

議案第８５号 国民健康保険税条例の一部改正
未就学児に係る国民健康保険税の被保険者均等割額を減額する

議案第８６号
2021年度一般会計補正予算第８号
8億 7,049 万 3千円
(新型コロナワクチン追加接種 (3 回目 ) に向けた経費、信州
須坂ふるさと応援寄附金事業の関連経費等 )

議案第８７号
2021年度国民健康保険特別会計補正予算第３号
3,402 万 8千円
(前年度決算による保険給付費等国府償還金等 )

議案第８８号
2021年度介護保険特別会計補正予算第２号
124万円
(会計年度任用職員の経費を精査等 )

議案第８９号
2021年度水道事業会計補正予算第１号
収益的収支　歳入 : △ 27万円　歳出 :932 万 6千円
資本的支出　歳入 :　　　０円　歳出 :124 万 6千円
( 職員人件費の精査）

議案第９０号
2021年度下水道事業会計補正予算第１号
収益的収支　歳入 :	　０円　歳出 :	　450万円
資本的支出　歳入 :200 万円　歳出 :	10 万 6千円
（職員人件費の精査、補助事業費の確定）

議案第９１号

第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例
の一部改正
フルタイム会計年度職員の給与等に特殊勤務手当を加える、
期末手当の支給月数・退職手当の支給要件を正規職員と同等
とする

議案第９２号
2021年度一般会計補正予算第９号
4億 3,165 万 6千円
(子育て世代への臨時特別給付金事業、高騰する灯油の購入
費用を助成する経費 )

閉会中の継続
審査申出
（議案第72号）

市営駐車場の指定管理者の指定
須坂市街地活性化協議会
期間：令和４年４月１日から令和９年３月 31日まで

閉会中の継続
審査申出
（議案第79号）

体育施設条例の一部改正
市民体育館 ･北部体育館 ･卓球場 ･北部運動広場の使用区分
及び使用料を改める等

全会一致による可決案件
番　号 件　　　　　　　　名
議案第
７２号

市営駐車場の指定管理者の指定
(閉会中の継続審査申出 )

議案第
７９号

体育施設条例の一部改正（修正可決）
（閉会中の継続審査申出）

番　号 件　　　　　　　　名

議案第
1号

2021年度一般会計補正予算第 10号
８億 7,273 万円
臨時特別給付金 ( 住民税非課税世帯等への 10万円、
子育て世帯への追加支給１人当たり５万円）、除雪経
費

2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号 24

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
選
挙
活
動
に
つ
い
て
及
び

昨
今
の
選
挙
に
つ
い
て
』
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。

議
員
か
ら
は
、
ビ
ラ
作
成
の
上
限
金
額
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用

方
法
、立
候
補
に
至
る
ま
で
の
居
住
要
件
等
の
質
問
が
あ
っ
た
。

議会の議会の
動き動き

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

審
査
結
果



《議案審議の主な流れ》

Q. 本会議では、議案に対して質疑や
議論が少ないのはなぜ？

本会議
議案など上程（会議にかけること）
提案理由説明・質疑
委員会付託（委任すること）

１
２
３

各常任委員会
委員会で議案などの上程
詳細な説明
審査（質疑や調査を含めた議論）
討議・討論（反対・賛成）・採決

４
５
６
７

本会議
委員会での審査内容の報告
委員長報告への質疑
討議・討論（反対・賛成）・採決

８
９
10

本会議場で、どうして質疑・討論が活発に行われないのか、と思う方
もいらっしゃるのではないでしょうか。実は、詳細な審議やそれにともなう議
論は、各常任委員会・分科会で行われているのです。そこで、予算・決算
や条例、請願・陳情などの議案の審議について説明します。

A.

《委員会の主な審査内容》
○条例の制定・改廃　○予算・決算　○請願・陳情
○その他議会の議決が必要な事案

委員会審査の様子

本会議の様子
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教えて ! 議会のこと教えて ! 議会のこと
Vol.3

須坂市花と緑のまちづくり事業
マスコットキャラクター
「かんなちゃん」

提
出
さ
れ
た
条
例
案
、
決
算
認
定
や
補
正
予
算
案
な
ど
６
件
を
原
案
の

と
お
り
議
決
し
た
。

２
０
２
０
年
度
決
算
認
定
で
は
、
歳
入
２
億
４
０
４
５
万
６
２
６
５
円
、
歳
出

２
億
２
９
９
６
万
７
０
６
４
円
、
差
引
残
額
１
０
４
８
万
９
２
０
１
円
が
翌
年

度
繰
越
金
と
な
っ
た
。
歳
出
決
算
額
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
。

２
０
２
１
年
度
補
正
予
算
の
総
額
は
８
５
９
万
７
千
円
の
減
額
。

歳
入

・
組
織
市
町
村
負
担
金
の
減
額

・
総
合
プ
ー
ル
使
用
料
の
減
額
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に
よ
る
）

歳
出

・
人
件
費
の
減
額

・
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
開
場
期
間
短
縮
に
伴
う
指
定
管
理
料
の
減
額
等

ま
た
、議
会
選
出
監
査
委
員
に
長
野
市
議
会
議
員
の
青
木
敏
明
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

10
月
20
日

須
高
行
政
事
務
組
合
定
例
会

�

連
合
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
決
算
等
認
定
・
議
決
さ
れ
た
。

当
市
に
関
係
す
る
主
な
も
の

・�

エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
に
お
い
て
６
月
漏
水
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
が
作
動
、

調
査
の
結
果
、
２
層
あ
る
シ
ー
ト
の
内
上
部
が
損
傷
し
た
ま
ま
修
繕
を
怠

っ
て
い
た
。
７
月
に
修
繕
が
完
了
し
、
地
元
了
承
の
上
埋
立
を
再
開
し
た
。

・�

同
じ
く
エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
で
10
月
本
来
入
る
こ
と
の
な
い
活
性
炭
が
混
入

さ
れ
た
飛
灰
処
理
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
、
飛
灰
処
理
物

を
全
量
撤
去
し
た
。

荻
原
新
連
合
会
長
か
ら
は
、
地
元
仁
礼
町
区
の
皆
様
に
は
多
大
な
御
心
配
を

お
か
け
し
た
が
、
改
善
案
を
講
じ
て
再
発
防
止
に
努
め
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

11
月
25
日

長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会

広
域
連
合
議
会
等
報
告

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果



文芸協のご協力により議場が華やかに

編

集

後

記

編

集

後

記

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けのアル
コール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。

令和４年 会期日程（予定）3月定例会

月 日 曜 種 別 開議時刻 摘 要

2 月 22 日 火 本会議 10:00 開会 
議案上程・提案説明・議案質疑 等

3 月 1 日 火

本会議 9:30

代表質問

2 日 水
一般質問3 日 木

4 日 金

7 日 月

委員会 9:00

経済建設分科会・委員会
8 日 火

9 日 水
総務文教分科会・委員会

10 日 木

11 日 金
福祉環境分科会・委員会

14 日 月

16 日 水 委員会 14:00 予算決算特別委員会

18 日 金 本会議 14:00 委員長報告・質疑・討論・採決
閉会
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12
歳
以
上
の
市
民
の

皆
様
の
約
９
割
近
い

方
々
が
２
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
終
え
ら
れ
、

長
野
県
内
や
須
坂
市
内

で
も
新
規
感
染
者
が
激

減
し
ま
し
た
。

第
６
波
や
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
拡
大
が
続

い
て
い
ま
す
。
須
坂
市

で
も
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
12
月
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
７
月
ま

で
に
は
18
歳
以
上
の
接

種
完
了
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
用
の
内

服
薬
も
承
認
さ
れ
、
令

和
４
年
は
コ
ロ
ナ
感
染

が
沈
静
化
に
向
か
い
、

社
会
経
済
が
早
く
復
興

す
る
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
、
広
報
特
別
委
員
会

メ
ン
バ
ー
全
員
で
わ
か

り
や
す
い
「
こ
ん
に
ち

は
須
坂
市
議
会
で
す
」

を
作
成
す
る
決
意
で
す
。

 

（
荒
井
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

竹
内 

勉

副
委
員
長 

岡
田
宗
之

委

員 

牧 

重
信

 

荒
井
一
彦

 

宮
本
泰
也

 

酒
井
和
裕

 

宮
坂
成
一

一般質問の通告要旨は2月25日以降、地域公民館等にあります。
なお、上記日程は都合により変更する場合があります。
※託児・手話サービスがあります。（事前に議会事務局までご連絡願います）

須
坂
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
http://w

w
w
.city.suzaka.nagano.jp/

こ
の
印
刷
物
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
再
生
紙
、
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
禁
止

議
会
E-m
ail 

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印
刷
 
共
和
紙
器
印
刷
株
式
会
社

印
刷
部
数
 
19500

部
（
印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
約
40
円
）

電
話
�026-245-1400

〒
382-8511

長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528

－
1

（
議
会
事
務
局
専
用
�026-248-9014）

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

■■■ 令和 3 年 12 月定例会本会議をインターネットで録画配信中 ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
録
画
中
継

小林聖依(ひより)さん（南原町）
  春から社会人になるにあたり自覚ある行動をし、そ
して両親や周囲の方々への感謝を忘れず過ごしていき
たいです。

寺澤ひかるさん（立町）
  まだ学生なのであまり実感はわいていませんが、人生の
大きな節目を迎えたと思っています。成人の一員として責
任を持ち、また自分の目標に向かい、努力していきたいと
思います。このようなコロナ禍の中、成人式を行えたこと
を大変うれしく感謝の気持ちでいっぱいです。家族やお世
話になった方々に恩返しができるよう、頑張っていきます。

市民の声市民の声 この日成人式に出席した新成人は３８６人
「成人式を迎えての思いはありますか？」

・
始めました

議会の予定や結果などを
お知らせしています。
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